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く大部分の地域で高い正相関が分布することが示され

た．気温や降水量の経年変化と蒸発散量の経年変化と

の関係を調べたところ，暖候季に一般的に大きくなる

ものの，6月に相関が強くなることは無かった．以上

の結果は，植生における蒸散活動の経年変化が大陸規

模の蒸発散の経年変化に影響を及ぽしていることを示

すものである．

編集後記：富士山頂の通年観測はこの秋で終わる予定

です．富士山レーダーが撤去された時に，同時に無人

化されたと思っている人は多いのですが，地上気象観

測は続いています．私は現在，富士山測候所で年4回

（1回3週間）ほど山頂勤務をしていますが，職場が

無くなると思うと少し寂しい気がします．

　私は平均よりかなりインドア派ですが，それでも，

山頂で見た落雷している積乱雲の全景や層雲が山脈か

ら流れ出る様子などには心動きました．そういう気象

現象を見上げるだけではなく横・上から観察し，気象

レーダーやウィンドプロファイラと見比べる，といった

ことも日常的でした．得がたい体験をしたと思います．

　ランニングコスト的な問題は大きいと思いますが，

高層での連続観測が可能な基地としてはまだまだ有用

であり，また撤去するにも莫大な費用がかかります．

どこか気象庁でなくとも，有効に利用してくれる省庁

や自治体が名乗りを上げてくれることを，個人的にも

期待しているところです．

　また，無人化・冬季閉鎖されたあとも観測データを

送り続ける自動気象観測装置は，頻繁な落雷や数百kg

の着氷・結氷，そして50mを超える強風などに耐えな

ければならず，なかでも気温などの観測感部は各所に

配置されて5重系のシステムになっています．逆に言

えばそれ位にしなければ維持できない環境ということ

で，今更ながらその過酷さを思います．

　次の山頂勤務（8／25～9／15）で下山する際に，通年

観測最後の班に引き継いで降りる予定です．山頂では

無人化の準備が進んでいると思いますが自動気象観測

装置が変わらずデータを送り続けられるように，私な

りに心を配ってこようと思います．　　　（勝山健一）
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